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岡
市
議
会

月
定
例

12

会
が
２
日
か
ら

日
ま
で

19

開
か
れ
ま
す
。

教
育
委
員
長
と
教
育

長
が
一
本
化

提
案
さ
れ
る
議
案
で
は
、

地
方
教
育
行
政
法
の
改
正

に
よ
り
、

年
度
か
ら
現

27

行
の
教
育
委
員
長
と
教
育

長
が
一
本
化
さ
れ
、
教
育

長
が
教
育
委
員
会
を
代
表

す
る
常
勤
の
特
別
職
と
な

る
こ
と
か
ら
関
係
条
例
の

改
正
が
提
案
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
現
在
の
教
育

長
が
教
育
委
員
の
任
期
満

了
ま
で
は
現
行
の
制
度
が

維
持
さ
れ
ま
す
。

安
倍
政
権
に
よ
る
半
世

紀
ぶ
り
の
教
育
委
員
会
制

度
改
悪
で
、
教
育
委
員
会

か
ら
教
育
委
員
長
が
い
な

く
な
り
、
教
育
長
に
権
限

が
集
中
さ
れ
、
委
員
会
の

独
立
性
と
自
主
性
を
奪
う

狙
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。政

治
的
介
入
か
ら
教
育

の
自
由
と
自
主
性
を
守
り
、

憲
法
と
子
ど
も
の
権
利
条

約
を
生
か
す
委
員
会
に
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

企
業
会
計
方
式

公
共
下
水
道
及
び
集
落

排
水
、
浄
化
槽
事
業
に
つ

い
て
、
平
成

年
４
月
１

27

日
か
ら
地
方
公
営
企
業
法

の
全
部
適
用
を
行
う
条
例

改
正
は
、
企
業
会
計
方
式

に
よ
り
コ
ス
ト
主
義
が
強

化
さ
れ
、
将
来
大
幅
な
使

用
料
値
上
げ
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。

受
益
者
負
担
金

公
共
下
水
道
小
堅
地
区

の
認
可
に
伴
う
受
益
者
負

担
金
の
額
は
１
㎡
に
つ
き

４
０
０
円
と
す
る
も
の
。

受
益
者
負
担
金
の
徴
収

理
由
は
、
早
期
に
受
益
す

る
者
に
相
応
の
負
担
を
求

め
る
こ
と
は
負
担
の
公
平

の
観
点
か
ら
適
当
と
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
今
や
25

年
度
末
の
普
及
率
は

・
89

３
％
で
あ
り
、
受
益
者
負

担
金
の
徴
収
理
由
は
あ
り

ま
せ
ん
。

鶴
岡
地
域
の
公
共
下
水

道
事
業
負
担
金
は
市
街
化

調
整
区
域
で
４
３
６
円
／

㎡
（
平
成

年
度
）
と
な

16

っ
て
い
ま
す
が
、
平
成
20

年
度
の
湯
野
浜
処
理
区
は

２
６
６
円
／
㎡
、

年
度

22

の
西
郷
地
区
は
１
戸
当
た

り

万
８
８
０
０
円
の
一

21
律
負
担
金
で
、
単
価
換
算

す
れ
ば
２
１
９
円
／
㎡
で

す
。旧

町
村
の
受
益
者
負
担

金
は
、
藤
島
地
域
が
平
等

割
り

万
円
＋
単
価
３
０

20

０
円
／
㎡（
上
限

万
円
）、

10

櫛
引
地
域
が
法
人
等

万
34

９
５
０
０
円
、
そ
れ
以
外

万
９
０
０
０
円
、
朝
日

29地
域
が

万
円
、
温
海
地

17

域
が

万
円
で
す
。

13
市
立
愛
光
園

障
害
者
支
援
施
設
の
市

立
愛
光
園
（
恵
泉
会
が
運

営
）
が
お
こ
な
う
事
業
に

就
労
継
続
支
援
（
定
員
28

人
）、
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
（
同

人
）
を
追
加

10

し
ま
す
。

現
在
、
自
立
訓
練
を
受

け
て
い
る
利
用
者
の
大
半

が
就
労
継
続
支
援
に
移
行

す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
、

自
立
訓
練
の
定
員
を

人
34

か
ら
６
人
に
改
め
ま
す
。

藤
島
地
域
の
ス
ク
ー

ル
バ
ス
な
ど
委
託

藤
島
地
域
の
ス
ク
ー
ル

バ
ス
運
行
は
直
営
で
、
嘱

託
職
員
を
雇
用
し
て
運
営

し
て
い
ま
し
た
が
、
市
の

５
年
を
期
限
と
し
た
非
正

規
職
員
の
雇
い
止
め
に
よ

り
、
会
社
に
運
行
を
委
託

す
る
方
針
で
す
。

羽
黒
保
健
セ
ン
タ
ー
条

例
の
廃
止
は
、
羽
黒
庁
舎

併
設
か
ら
庁
舎
の
一
部
と

し
て
活
用
す
る
も
の
で
す
。

月
山
あ
さ
ひ
博
物
村
の

う
ち
山
ぶ
ど
う
研
究
所（
Ｊ

Ａ
に
無
償
譲
渡
）
及
び
ト

ン
ネ
ル
ピ
ッ
ト
を
本
年
度

末
で
廃
止
し
、
博
物
村
の

位
置
を
「
文
化
創
造
館
」

の
位
置
に
変
更
す
る
も
の
。

温
海
地
域
の
越
沢
基
幹

集
落
セ
ン
タ
ー
等
５
つ
の

セ
ン
タ
ー
を
廃
止
し
、
地

元
自
治
会
に
小
国
の
２
施

設
は
無
償
貸
付
、
他
の
３

施
設
は
無
償
譲
渡
を
お
こ

な
う
も
の

指
定
管
理
者
の
指
定
で

は

施
設
が
提
案
さ
れ
ま

27
す
。う

ち
新
規
９
施
設
は
、

温
海
総
合
運
動
場
及
び
温

海
湯
見
ケ
代
運
動
場
（
鶴

岡
市
体
育
協
会
）、
羽
黒
地

域
の
手
向
、
泉
、
広
瀬
、

第
四
地
区
の
４
つ
の
地
域

活
動
セ
ン
タ
ー
（
各
地
区

自
治
地
振
興
会
）、
朝
日
地

域
の
中
央
、
南
部
、
東
部

の
３
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
（
各
地
区
自
治

振
興
会
・
自
治
会
連
絡
協

議
会
）
の
提
案
で
す
。
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鶴
岡
市
議
会

月
定
例

12

会
に
提
案
さ
れ
る
「
鶴
岡

市
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正
」
は
、
分
娩
機

関
が
運
営
組
織
に
支
払
う

産
科
医
療
補
償
制
度
の
掛

金
が

年
１
月
か
ら
現
行

27

の
３
万
円
か
ら
１
・
６
万

円
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
加
算
額
を
除
く

出
産
一
時
金
の
額
を

万
39

円
か
ら

万
４
千
円
に
改

40

正
し
、
総
額
を

万
円
に

42

据
え
置
く
も
の
で
す
。

産
科
医
療
補
償
制
度

産
科
医
療
補
償
制
度
は
、

出
産
事
故
で
子
ど
も
が
重

い
脳
性
ま
ひ
に
な
っ
た
際

に
補
償
金
を
支
払
う
も
の

で
、
厚
労
省
の
社
会
保
障

審
議
会
医
療
保
険
部
会
は

今
年
４
月
、
分
娩
機
関
が

運
営
組
織
に
支
払
う
掛
け

金
を

年
１
月
か
ら
現
行

27

の
３
万
円
か
ら
１
・
６
万

円
に
引
き
下
げ
る
方
針
を

決
定
し
て
い
ま
し
た
。

同
制
度
は
運
営
組
織
が

民
間
の
損
保
会
社
と
契
約

し
て
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

補
償
対
象
者
数
の
実
績
が

制
度
創
設
時
の
見
込
み
を

下
回
る
こ
と
が
確
実
に
な

っ
た
た
め
、
損
保
会
社
の

剰
余
金
８
０
０
億
円
の
返

還
方
法
を

年
間
、
掛
け

10

金
に
充
当
す
る
こ
と
で
合

意
し
て
い
ま
し
た
。

健
保
・
協
会
が
引
き

下
げ
を
主
張

同
制
度
に
加
入
す
る
分

娩
機
関
で
出
産
す
る
場
合

は
掛
け
金
分
（
３
万
円
）

を
上
乗
せ
し
て
出
産
育
児

一
時
金
を
支
給
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
掛
け
金
引
き

下
げ
に
伴
い
、
４
月
の
医

療
保
険
部
会
で
は
一
時
金

の
扱
い
が
論
点
と
な
り
、

健
保
・
協
会
は
一
時
金
の

引
き
下
げ
を
主
張
。
市
町

村
国
保
は
子
育
て
支
援
と

産
科
医
確
保
の
た
め
、
現

行
の

万
円
の
据
え
置
き

42

を
主
張
し
、
保
険
者
の
意

見
は
分
か
れ
て
い
ま
し
た
。

厚
労
省
は
７
月
の
医
療

保
険
部
会
で
出
産
育
児
一

時
金
の
額
を
今
回
は
総
額

万
円
を
維
持
す
る
こ
と
、

42次
回
改
定
ま
で
に
改
定
ル

ー
ル
の
明
確
化
を
お
こ
な

う
と
し
ま
し
た
。

争
点
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
だ
け
で
は
な
い

各
方
面
か
ら
異
論
の
出
た
集
団
的
自
衛
権

な
ど
安
倍
政
治
の
全
体
を
問
う
総
選
挙

―
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
を
読
ん
で

青
山

崇

福
島
か
ら
学
ば
な
い
首
相

前
々
号
に
宮
城
県
女
川

に
行
っ
て
き
た
こ
と
を
書

い
た
が
、
そ
の
道
す
が
ら

道
路
案
内
に
加
美
町
と
い

う
字
を
見
つ
け
て
思
い
出

し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

▼
そ
れ
は
宮
城
県
知
事
が

原
発
の
処
分
場
を
引
き
受

け
る
事
を
申
し
出
た
先
が

加
美
町
だ
っ
た
か
ら
だ
。

▼
こ
の
人
、
先
月
に
お
こ

な
わ
れ
た
知
事
選
に
は
出

な
か
っ
た
が
、
そ
の
政
策

を
引
き
継
ぐ
と
公
約
し
た

人
が
当
選
し
た
。
約
束
し

た
人
は
ナ
ゼ
出
な
か
っ
た

ん
で
し
ょ
う
か
ネ
ー
。

▼
そ
の
処
分
場
だ
が
、
指

定
廃
棄
物
最
終
処
分
場（
放

射
能
の
量
が
１
㎏
当
た
り

８
千
ベ
ク
レ
ル
を
超
え
る

廃
棄
物
で
、
稲
わ
ら
や
ご

み
の
焼
却
灰
・
下
水
汚
泥

な
ど
）
と
い
う
も
の
。
福

島
の
物
だ
け
で
終
わ
る
の

か
、
の
心
配
は
あ
る
。

▼
こ
の
地
は
加
美
町
の
奥
、

田
代
岳
に
な
る
ん
だ
が
、

山
形
県
銀
山
温
泉
ま
で
は

㎞
位
と
近
い
ん
だ
。
今

15

回
は
国
の
事
前
調
査
を
追

い
返
し
た
ん
だ
が
、
こ
の

ま
ま
じ
ゃ
済
ま
な
い
で
し

ょ
う
し
、
山
形
県
で
も
大

き
な
問
題
に
な
る
か
も
。

宮
城
県
か
ら
我
が
県
に
何

か
話
は
合
っ
た
の
か
ナ
。

▼
現
在
、
ど
ん
な
ベ
ク
レ

ル
の
物
で
も
処
分
場
が
決

ま
っ
て
な
い
か
ら
、
除
染

の
仮
置
場
ナ
ン
テ
言
い
な

が
ら
ウ
ズ
高
く
貯
ま
っ
て

い
る
の
が
福
島
の
現
状
で

シ
ョ
。
仮
置
場
が
最
終
処

分
場
に
な
り
か
ね
な
い
現

実
。

▼
ナ
ニ
シ
ロ
福
島
の
４
基

廃
炉
に
す
る
こ
と
に
し
た

が
、
そ
の
片
付
け
方
も
ど

こ
に
持
っ
て
い
く
か
も
決

ま
っ
て
な
い
ん
だ
か
ら
。

▼
こ
ん
な
状
況
で
、
し
か

も
電
力
は
間
に
合
っ
て
い

な
が
ら
再
稼
働
し
た
く
て

し
ょ
う
が
な
い
首
相
。
福

島
か
ら
何
も
学
ん
で
い
な

い
ん
だ
。
頭
が
ど
う
か
し

て
な
い
か
、
と
思
う
ゼ
ヨ
。

▼
と
に
か
く
ゴ
ミ
の
行
く

先
は
な
い
ん
だ
か
ら
、
原

発
を
動
か
し
ち
ゃ
い
か
ん

の
だ
ヨ
。
ナ
ー
み
ん
な
。

（
石
川
）

しんぶん赤旗11月22日

沖
縄
知
事
選
は
現
職
・

仲
真
間
氏
に

万
票
の
大

10

差
を
つ
け
翁
長
さ
ん
が
圧

勝
、
う
ま
ん
ち
ゅ(

沖
縄
県

民)

の
不
屈
の
魂
を
示
し

た
。
当
確
で
沖
縄
の
Ｔ
君

に
電
話
。
話
に
な
ら
ず
に
、

た
だ
た
だ
八
十
路
の
歓
喜

の
涙
。
翌
日
「
う
ま
ん
ち

ゅ
の
会
」(

翁
長
さ
ん
の
選

挙
母
体)

か
ら
丁
寧
な
礼
状

が
届
い
た
。

さ
て
総
選
挙
の
争
点
で

あ
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
じ
め
中

央
マ
ス
コ
ミ
は
消
費
税
増

税
問
題
の
み
に
焦
点
を
あ

て
、
集
団
的
自
衛
権
な
ど

憲
法
に
関
わ
る
問
題
を
あ

げ
よ
う
と
し
な
い
。
争
点

隠
し
の
策
略
で
は
な
い
か

と
腹
立
た
し
く
な
る
。

と
こ
ろ
が
、

月

日

11

22

付
『
荘
内
日
報
』
の
「
一

日
一
題
」、「
争
点
は
消
費

税
増
税
だ
け
で
は
な
い
」

と
し
、
争
点
は
消
費
税
ば

か
り
で
は
な
い
。
秘
密
保

護
法
、
集
団
的
自
衛
権
な

ど
安
倍
政
権
の
政
治
手
法

に
も
目
を
向
け
る
べ
き
だ

と
明
快
だ
。
我
が
意
を
え

た
り
で
あ
る
。

国
保
の
出
産
一
時
金

万
円
に
据
え
置
き

42

同
日
付
し
ん
ぶ
ん
赤
旗

も
、
１
面
ト
ッ
プ
は
「
安

倍
政
治
の
全
体
が
問
わ
れ

る
」
で
あ
る
。
国
会
議
員

団
総
会
で
志
位
委
員
長
は

次
の
よ
う
に
挨
拶
し
た
。

「
今
度
の
総
選
挙
で
問
わ

れ
る
の
は
、
安
倍
政
治
の

全
体
で
あ
り
ま
す
。
消
費

税
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
、
集

団
的
自
衛
権
、
原
発
、
沖

縄
新
基
地
―
そ
の
全
体
が

問
わ
れ
ま
す
」。
安
倍
暴
走

政
治
全
体
を
表
に
引
き
ず

り
出
し
ノ
ー
を
突
き
つ
け

た
い
。

荘内日報11月22日


